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研究の概要 

　中世の紀伊半島はヨーロッパ人から「おおいなる共和国」「イリャ・ドス・ラドロイス」（倭寇島）などと呼ばれた

自治国家で、海外交流の富と先端技術によって躍動的な民衆文化が栄えていた。世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」

はもちろん、県内の各地には中世の景観や世界観を伝える遺跡・遺構が残されている。このような文化遺産を活用して、

「中世再現」を構想することによって、他にない紀州の新たな価値を創造して全国に発信する。

　「中世再現」にあたって、景観復元地図の作成、記録映像・映画の撮影、芸能芸態の復活興行はもちろん、トータ

ル空間主義の文化財現地保存の考えに基づくフィールドミュージアムの設立と、学校を中心とした地域文化コミュニ

ケーターの育成を手掛ける。

研究の特徴
　日本最古の「棚田」発祥地、紀ノ川の石造堤防、鋳物工場だった城郭など、画期的な中世遺跡が和歌山県にあるこ

とは知られていない。このような防災や生活・産業技術にかかわる身近な歴史が、新たな観光資源として地域を再生

する手がかりとなる。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　〇　国土交通省「水ときらめき紀の川館」リメイク　中世河川堤防など防災遺跡展示

　〇　有田川町・あらぎ島（棚田）の重要文化的景観指定のための調査と普及活動　

　〇　和歌山県内学校　「中世終焉・太田城水攻めＤＶＤ（地域教材）」の配布

　〇　ＮＨＫ歴史秘話ヒストリア「雑賀衆と雑賀孫一」雑賀踊りコーディネート

　〇　かつらぎ町教育委員会　「中世かせだ荘歴史探訪地図」の作成（観光パンフレット）

　〇　岸和田市・貝塚市　「中世日本国境探訪地図」の作成（観光パンフレット）

研究者からのメッセージ
　紀伊半島には武装自治を行っていた「中世惣国」の時代の遺産があちこちに息づいている。東京生まれの私には「不

思議の国」。この伝統を、経済・観光・教育の各方面でもっと活用してはいかがだろう。
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